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1. はじめに

2. 運用監視システム「KadaMonitor/カダモニタ」

3. 実証実験（DXラボ）

①カダモニタの管理者が監視対象システムの登録をおこなう
②カダモニタは1時時間に１度，監視対象システムの実行履歴を取得する
③取得した実行履歴はデータベースに保存される
④取得した実行履歴の中にエラーが含まれている場合，開発者にエラーを通知する
⑤カダモニタは毎日17時に当日の実行履歴をまとめた運用レポートを通知する
⑥カダモニタは各システムの運用状況をダッシュボードで可視化する

• DXラボで内製開発した17の業務システムを対象に実施された実証実験により効果を測定
• カダモニタは承認業務など人間による未実行の処理についても可視化
• カダキンタイの「残業申請機能」の監視では，エラーが発生してから3 時間以内に開発者がそれを確認し，対応を完了
• カダモニタのエラー通知に基づいて監視対象システムの開発者が復旧・改修作業を担うことで，段階的にシステムの成功率が向上
• カダモニタで障害が発生し，その影響範囲からカダモニタのSLOを「社会的影響が限定されるシステム」に分類を変更，システム・運用の双方からカダモ

ニタそのものの監視を開始

図 カダモニタの概要図

図 カダモニタのエラー通知画面

• 香川大学ではローコード・ノーコードプラットフォームを用いて業務システムの内製開発をおこなっている
• 内製開発に用いるツールでは週に1回の通知メール，もしくはシステム管理画面にアクセスしなければ，システム障害の有無を確認することができなかった
• 内製開発した業務システム（内製業務システム）でなんらかの障害が発生しても，ユーザからの報告によって障害に気付くケースが多数報告されていた
• 内製業務システムのSLOを「社会的に影響がほとんどないシステム」と定め，内製業務システムの保守品質が確保されているかを確認できるシステムとして

カダモニタを開発した

図 未実行の処理の可視化し
ているダッシュボード画面

図 カダキンタイの「残業申請機能」
の成功率

４. まとめ
• DXラボで実施された実証運用の結果から，カダモニタは運用・保守品質の向上に一定の効果があることがわかった
• カダモニタは承認業務など人間による未実行の処理についても可視化できることがわかった
• ローコード・ノーコードプラットフォームを用いて開発された内製業務システムの課題である保守品質を向上させるだけでなく，業務の進行状況や効率性

のモニタリングによる生産性向上を実現する手段として，継続して検討する

図 カダキンタイの「残業申請機能」
のダッシュボード画面

図 カダモニタの運用レポート画面

内製業務システムが，
99％以上の成功率（総実
行回数における成功回数
の割合）を確保できてい
る状態を，「保守品質が
確保されている状態」と
定義してカダモニタを開
発

カダモニタのエラー通知に基づいて監視対象シ
ステムの担当チームの開発者が復旧・改修作業を
担うとともに，CoE として DX ラボが内製業務シ
ステム全体の監視・運用業務を円滑におこなうた
めの仕組みが構築されている点で DevOps の実
践事例に該当するだけでなく，DORA （DevOps 
Research and Assessment）が述べる包括的
なモニタリングと Observability の取り組みに
該当する


